小学校3年生のマット運動における「運動に関する理解」についての検討 : 「オノマトペを用いたルーブリック」に着目して by 結城 光起 et al.
『日本体育大学大学院教育学研究科紀要』 
第４巻第１号 2020（pp.181 - 197） 
【原著論文】 
小学校 3 年生のマット運動における「運動に関する理解」についての検討 
―「オノマトペを用いたルーブリック」に着目して― 

















A Study on “Understanding Motor Skills and Motor Sensation” in Mat Activities  
for 3rd Grade Elementary School Students 
: Focusing on Using "Rubric Expressed in Onomatopoeia" 
   
Mitsunori YUKI*１，Masahiro ITO*２，Youhei TAKIZAWA*３，Tomoyasu KONDOH*２ 
*１Graduate Student of Master Course,Graduate School of Education, 
Nippon Sport Science University 
*２Nippon Sport Science University 
*３Osaka University of Health and Sport Sciences 
 
  The purpose of this study was to investigate whether students understand motor skills  and motor 
sensation in mat activities for 3rd grad elementary school students. The experimental classes of mat 
activities were conducted over six, one-hour PE sessions in one school (142 students in total). 
Teacher used rubric for assessment tool in these classes. The rubric was expressed in onomatopoeia. 
Analysis objects were learning cards by students. This study resulted in three main findings.  
1) About 74% of the students understood motor skills and motor sensation in total of the fifth class 
and sixth class. 
2) About 65% of the students wrote prediction about motor sensation in learning cards  in the fifth 
class. 
3) About 80% of the students wrote about motor sensation from the beginning of learning . The 
percentage of students who wrote a lot about them as learning progressed increased 
from 30% to 50%. 
 In conclusion it clarified that students understand motor skills and motor sensation  using "rubric 
expressed in onomatopoeia" in mat activities.  
 








































































































































































小学校 3 年生のマット運動における「運動に関する理解」についての検討 
表１ 本研究における永続的理解 












体幹部 姿勢 肩角を 180 度に保つ。まっすぐ
な体幹（直立位）を保持する。 
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表３ 本研究における観点別ルーブリック 
 できない できる 安定してできる 
腕 肘が曲がっている 肘が伸びている 肘が内旋している 
掌 指が丸まっている 指の間が広がっている 掌や指に力を入れている 





 できない できる 安定してできる 
腕 ぐにゃ ぷるぷる がたがた ががが ぴん ぐぐっ ぎゅっ  
ぎゅん 
掌 ぐにゃ ふにゃ ふわっ パー ぐっ ぴーん 
姿勢 ぐにゃ ぴん・ふにゃ がたがた 
ぐっ 





できない できる 安定してできる 
ふにゃ ぐにゃ ふわっ   ぷるぷる がたがた 
ぐっ ががが ぴん・ふにゃ 
ぴん ぐぐっ シュッ 
















































































































小学校 3 年生のマット運動における「運動に関する理解」についての検討 
表７ 本研究における単元計画 










































































































本研究では，2020 年 1 月 23 日～2 月 20 日に
かけて，Ｚ県Ｙ町Ｘ小学校 3 学年 4 学級計 142 名
（1 組 36 名，2 組 34 名，3 組 37 名，4 組 35 名）
を対象に，器械運動領域・マット運動「壁倒立」




（本イラストは『新しいマット運動の授業づくり』大修館書店, 第 56 巻第 12 号, 2008 から転用した）
＊筆者作成 
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3.2 期間及び対象 
本研究では，2020 年 1 月 23 日～2 月 20 日に
かけて，Ｚ県Ｙ町Ｘ小学校３学年４学級計 142 名
（1 組 36 名，2 組 34 名，3 組 37 名，4 組 35 名）
を対象に，器械運動領域・マット運動「壁倒立」























































































































































































109.398, p < .05 ４時間目：𝜒2 (2) = 126.398, p 























表９ 単元前半・中盤・後半の児童数の推移（n = 113） 
  Ａ Ｂ Ｃ 𝜒2 p 
単元前半 度数 110 86 30 
36.370 0.000 
期待度数 143.3 59.7 23.0 
単元中盤 度数 152 56 18 
期待度数 143.3 59.7 23.0 
単元後半 度数 168 37 21 





表 10 「学習の目標設定」における児童数の推移（n = 113） 
Ａ Ｂ Ｃ 𝜒2 p 
１時間目 度数 20 72 21 
58.789 0.000 
期待度数 50.3 47.3 15.3 
３時間目 度数 58 46 9 
期待度数 50.3 47.3 15.3 
５時間目 度数 73 24 16 
期待度数 50.3 47.3 15.3 
＊筆者作成 
表 11 「学習全体の振り返り」における児童数の推移（n =113） 
Ａ Ｂ Ｃ 𝜒2 p 
２時間目 度数 90 14 9 
2.245 0.691 
期待度数 93.0 12.3 7.7 
４時間目 度数 94 10 9 
期待度数 93.0 12.3 7.7 
６時間目 度数 95 13 5 








意に多いことがわかった（１時間目：𝜒2 (2) = 
46.956, p < .05  ３時間目：𝜒2(2) = 40.793, p < .05 

























わかった（２時間目：𝜒2(2) = 5.000, p < .05  ４
時間目：𝜒2(2) = 9.851, p < .05 ６間目：𝜒2(2) 
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図２ A の下位カテゴリー別の単元前半・中盤・
後半の児童数の推移      ＊筆者作成 
図３ 「学習の目標設定」における Aの下位カテ
ゴリー別の児童数の推移      ＊筆者作成 
図４ 「学習全体の振り返り」における Aの下位



























































































表１２ 「学習全体の振り返り」における Aの下位カテゴリー別の児童数の推移（ n = 113） 
  Ａ１ Ａ２ Ａ３ 𝜒2 p 
２時間目 度数 25 40 25 
15.576 0.004 
期待度数 30.0 43.5 16.5 
４時間目 度数 39 38 17 
期待度数 31.3 45.5 17.2 
６時間目 度数 29 57 9 
期待度数 31.7 46.0 17.4 
 ＊筆者作成 
 


































り方について（報告）」平成 31 年１月 21 日初
























小学校 3 年生のマット運動における「運動に関する理解」についての検討 
図書文化.  
嶋田出雲（1997）「スポーツ熟練技術への変容過程」
『大阪市立大学保健体育学研究紀要』33，pp.1-
12 
髙橋健夫・藤井喜一・松本格之祐・大貫耕一（2008）
『新しいマット運動の授業づくり』56（12），大
修館書店，pp.22-23 
竹之下休蔵（1972）『プレイ・スポーツ・体育論』
大修館書店 
梅澤秋久（2005）「「評価から学びへの連動」のた
めのポートフォリオの有効性に関する研究－小
学校の体育学習を通して－」『東京学芸大学大学
院 学校教育学研究論集』11，pp.117-128 
吉田茂（1996）「動き方はどのように覚えるのか」
吉田茂・三木四郎編『教師のための運動学－運
動指導の実践理論－』大修館書店，pp.112-126
- 197 -
